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平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日

第
三
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四
百
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十
七
号

増

刊

②

　
　
　
　

規
　
　
　
則
（
第
四
十
七
号
）

○
グ
リ
ー
ン
ア
ジ
ア
国
際
戦
略
総
合
特
区
に
お
け
る
福
岡
県
税
の
課
税
免
除
に
関

　

す
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条
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課
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事
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会
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岡
県
警
察
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勤
務
手
当
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す
る
条
例
の
施
行
規
則
の
一
部
を
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す
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（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
…
…
七

○
福
岡
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人
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会
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事
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決
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の
一
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改
正
す
る
訓
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
…
…
七

　
　
　
　

再
　
　
　
掲

○
福
岡
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
青 

少 
年 
課
）
…
…
…
…
…
八

　

グ
リ
ー
ン
ア
ジ
ア
国
際
戦
略
総
合
特
区
に
お
け
る
福
岡
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則

を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
四
十
七
号

　
　
　

グ
リ
ー
ン
ア
ジ
ア
国
際
戦
略
総
合
特
区
に
お
け
る
福
岡
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条

　
　
　

例
施
行
規
則

　

（
趣
旨
）

第
一
条　

こ
の
規
則
は
、
別
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
グ
リ
ー
ン
ア
ジ
ア
国
際
戦
略
総
合
特
区
に
お
け

る
福
岡
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
九
号
。
以
下
「
条

例
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　

（
権
限
の
委
任
）

第
二
条　

条
例
の
規
定
に
基
づ
く
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
は
、
こ
れ
を
福
岡
県
県
税
事
務
所
の
長

に
委
任
す
る
。

　

（
課
税
免
除
の
手
続
）

第
三
条　

条
例
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
は
、
グ
リ
ー
ン
ア
ジ
ア
国
際
戦
略
総
合
特
区
に
係

る
不
動
産
取
得
税
の
課
税
免
除
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

　

（
課
税
免
除
に
係
る
通
知
）

第
四
条　

条
例
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
グ
リ
ー
ン
ア
ジ
ア
国
際
戦
略
総
合
特
区
に
係

る
不
動
産
取
得
税
の
課
税
免
除
申
請
に
対
す
る
決
定
通
知
書
（
様
式
第
二
号
）
に
よ
り
行
う
も
の
と

す
る
。

　

（
徴
収
猶
予
に
係
る
通
知
）

第
五
条　

条
例
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
徴
収
を
猶
予
し
た
と
き
に
あ
っ
て
は
グ
リ
ー

ン
ア
ジ
ア
国
際
戦
略
総
合
特
区
に
係
る
不
動
産
取
得
税
の
徴
収
猶
予
許
可
通
知
書
（
様
式
第
三
号
）

、
徴
収
を
猶
予
し
な
い
こ
と
と
し
た
と
き
に
あ
っ
て
は
グ
リ
ー
ン
ア
ジ
ア
国
際
戦
略
総
合
特
区
に
係

る
不
動
産
取
得
税
の
徴
収
猶
予
不
許
可
通
知
書
（
様
式
第
四
号
）
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２　

条
例
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
グ
リ
ー
ン
ア
ジ
ア
国
際
戦
略
総
合
特
区
に
係
る
不

動
産
取
得
税
の
徴
収
猶
予
取
消
通
知
書
（
様
式
第
三
号
）
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

　

（
還
付
の
手
続
）

第
六
条　

条
例
第
五
条
第
一
項
の
申
請
は
、
グ
リ
ー
ン
ア
ジ
ア
国
際
戦
略
総
合
特
区
に
係
る
不
動
産
取

得
税
の
還
付
申
請
書
（
様
式
第
五
号
）
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

目
　
　
　
次

規
　
　
　
則
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様式第１号（第３条関係）

課　税　番　号

土地
家屋

課税年度

印フリガナ

申　請　者
所　在　地

法人名及び
代 表 者 名福岡県

 電話　　　　 －　　　　 －　　

　　を申請します。

不動産の種類、構造、用途、規模 ㎡ 

不 動 産 の 所 在 地

不 動 産 の 取 得 年　　　　　　月　　　　　　日 

工 事 等 の 建 設 に 着 手 す る 予 定 年　　　　　　月　　　　　　日 

　摘　要

　　　グリーンアジア国際戦略総合特区における福岡県税の課税免除に関する条例第

　　２条第１項の規定に基づき、下記不動産に係る不動産取得税について、課税免除

　受付印

グ リ ー ン ア ジ ア 国 際 戦 略 総 合 特 区 に

係 る 不 動 産 取 得 税 の 課 税 免 除 申 請 書

　　　　   県税事務所長　殿

　　　　年　　月　　日　　
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様式第２号（第４条関係）

第　　　　　号 

年　　月　　日 

　　　　　　　　　　　　　様

円 

  県税事務所長を経由して提出することとしてください。
　　なお、この審査請求書は、正、副２通を提出しなければなりませんが、なるべく所轄

　　　　　　　年　　　月　　　日申請のあった不動産取得税について、下記のとお

　理　由

 1　この処分に不服があるときは、この処分があったことを知った日の翌日から起算して
  ６０日以内に行政不服審査法第４条の規定により福岡県知事に審査請求をすることがで

  (2) 処分、処分の執行又は手続の続行により生じる著しい損害を避けるため緊急の必

  (3) その他裁決を経ないことにつき正当な理由があるとき。

  のいずれかに該当する場合には、審査請求に対する裁決を経ないで、この処分の取消し
　の訴えを提起することができます。
  (1) 審査請求があった日から３か月を経過しても裁決がないとき。

課 税 番 号

 福岡県　　　   　県税事務所長             

　不服申立てについて

課 税 年 度 免 除 を し た 税 額

　きます。

　。）この処分の取消しの訴えを提起することができます。ただし、次の(1)から(3)まで

    要があるとき。

グリーンアジア国際戦略総合特区に係る不動産

取 得 税 の 課 税 免 除 申 請 に 対 す る 決 定 通 知 書

印  

　　り（下記理由により）課税免除する（しない）こととしたので通知します。

 2  この処分の取消しの訴えは、上記１の審査請求に対する裁決を経た後でなければ提起
  することができません。審査請求の裁決を経た後は、その裁決があったことを知った日
　の翌日から起算して６か月以内に福岡県を被告として（代表者は福岡県知事となります
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様式第３号（第５条関係）

第　　　　　号 

年　　月　　日 

　　　　　　　　　　　　　様

課税年度

円 

　　３条（第４条）第１項の規定により、下記のとおり徴収猶予を許可する（取り消 　　

　不服申立てについて

　　す）こととしたので通知します 。

 から 

徴収猶予（取消）金額 徴 収 猶 予 期 間

 福岡県　　　   　県税事務所長             

グ リ ー ン ア ジ ア 国 際 戦 略 総 合 特 区 に 係 る

不動産取得税の徴収猶予許可（取消）通知書

印  

  のいずれかに該当する場合には、審査請求に対する裁決を経ないで、この処分の取消し
　の訴えを提起することができます。
  (1) 審査請求があった日から３か月を経過しても裁決がないとき。

    要があるとき。
  (2) 処分、処分の執行又は手続の続行により生じる著しい損害を避けるため緊急の必

　。）この処分の取消しの訴えを提起することができます。ただし、次の(1)から(3)まで

 2  この処分の取消しの訴えは、上記１の審査請求に対する裁決を経た後でなければ提起

　きます。
  ６０日以内に行政不服審査法第４条の規定により福岡県知事に審査請求をすることがで

  することができません。審査請求の裁決を経た後は、その裁決があったことを知った日
　の翌日から起算して６か月以内に福岡県を被告として（代表者は福岡県知事となります

　　なお、この審査請求書は、正、副２通を提出しなければなりませんが、なるべく所轄

  (3) その他裁決を経ないことにつき正当な理由があるとき。

  県税事務所長を経由して提出することとしてください。

　　　グリーンアジア国際戦略総合特区における福岡県税の課税免除に関する条例第

　理　由

 1　この処分に不服があるときは、この処分があったことを知った日の翌日から起算して

 まで 

課 税 番 号
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様式第４号（第５条関係）

第　　　　　号 

年　　月　　日 

　　　　　　　　　　　　　様

　理　由

　不服申立てについて
 1　この処分に不服があるときは、この処分があったことを知った日の翌日から起算して

  (3) その他裁決を経ないことにつき正当な理由があるとき。

  のいずれかに該当する場合には、審査請求に対する裁決を経ないで、この処分の取消し
　の訴えを提起することができます。
  (1) 審査請求があった日から３か月を経過しても裁決がないとき。

    要があるとき。
  (2) 処分、処分の執行又は手続の続行により生じる著しい損害を避けるため緊急の必

  県税事務所長を経由して提出することとしてください。

　きます。
  ６０日以内に行政不服審査法第４条の規定により福岡県知事に審査請求をすることがで

　。）この処分の取消しの訴えを提起することができます。ただし、次の(1)から(3)まで

 2  この処分の取消しの訴えは、上記１の審査請求に対する裁決を経た後でなければ提起
  することができません。審査請求の裁決を経た後は、その裁決があったことを知った日
　の翌日から起算して６か月以内に福岡県を被告として（代表者は福岡県知事となります

　　なお、この審査請求書は、正、副２通を提出しなければなりませんが、なるべく所轄

　　しないこととしたので通知します。

グ リ ー ン ア ジ ア 国 際 戦 略 総 合 特 区 に 係 る

不 動 産 取 得 税 の 徴 収 猶 予 不 許 可 通 知 書

印  

　　　　　　　　　課税年度　　　　）の徴収猶予については、下記理由により許可

 福岡県　　　   　県税事務所長             

　　　　　　　年　　月　　日付け課税免除の申請に係る不動産取得税（課税番号     
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様式第５号（第６条関係）

円 円 

に 係 る 不 動 産 取 得 税 の 還 付 申 請 書

納付年月日 還付申請額

　　　グリーンアジア国際戦略総合特区における福岡県税の課税免除に関する条例第

　　　　年　　月　　日　　

申　請　者
所　在　地

　摘　要

  受付印

課税番号 課税年度 納付税額

 電話　　　　 －　　　　 －　　

印フリガナ

　　５条第１項の規定に基づき、下記のとおり不動産取得税の還付を申請します。

グ リ ー ン ア ジ ア 国 際 戦 略 総 合 特 区

　　　　   県税事務所長　殿

福岡県
法人名及び
代 表 者 名
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３　

前
項
各
号
に
掲
げ
る
作
業
に
従
事
し
た
と
き
は
、
作
業
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
、
次
の
表
の

上
欄
に
掲
げ
る
作
業
内
容
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
手
当
額
（
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
「
特
例
手
当
額
」
と
い
う
。
）
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
作
業

が
別
表
に
掲
げ
る
作
業
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
作
業
に
係
る
手
当
額
と
特
例
手
当

額
と
の
合
計
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

　

附
則
第
四
項
中
「
附
則
第
二
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
る
。

　

附
則
第
五
項
中
「
附
則
第
二
項
の
表
作
業
内
容
の
欄
の
三
、
五
又
は
七
」
を
「
附
則
第
三
項
の
表
五

の
項
、
七
の
項
、
九
の
項
又
は
十
一
の
項
」
に
、
「
前
三
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
三
号

事　

務　

局　
　

　

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　

福
岡
県
警
察
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定

し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

簑　

田　

孝　

行　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
四
号

　
　
　

福
岡
県
警
察
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

　
　
　

規
則

　

福
岡
県
警
察
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
福
岡
県
人
事
委
員

会
規
則
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

附
則
第
二
項
及
び
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２　

条
例
付
則
第
二
項
の
人
事
委
員
会
が
定
め
る
作
業
は
、
次
に
掲
げ
る
作
業
と
す
る
。

　

一　

東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
敷
地
内
に
お
い
て
行
う
作
業

　

二　

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
六
号
）
第
二
十
条
第
二
項
の
規

定
に
基
づ
く
原
子
力
災
害
対
策
本
部
長
の
地
方
公
共
団
体
の
長
に
対
す
る
指
示
（
以
下
「
本
部
長

指
示
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
、
帰
還
困
難
区
域
に
設
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
区
域
に
お
い
て
行
う

作
業
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

　

三　

本
部
長
指
示
に
よ
り
、
居
住
制
限
区
域
に
設
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
区
域
に
お
い
て
行
う
作
業

（
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

　

四　

本
部
長
指
示
に
よ
り
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）
第
六
十
三

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
警
戒
区
域
に
設
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
区
域
に
お
い
て
行
う
作
業
（

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
及
び
本
部
長
指
示
に
よ
り
、
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
に
設
定
す
る
こ
と

と
さ
れ
た
区
域
に
お
い
て
行
う
も
の
を
除
く
。
）

　

五　

本
部
長
指
示
に
よ
り
、
居
住
者
等
が
避
難
の
た
め
の
立
退
き
又
は
避
難
の
た
め
の
計
画
的
な
立

退
き
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
区
域
に
お
い
て
行
う
作
業
（
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
及
び
本
部
長
指

示
に
よ
り
、
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
に
設
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
区
域
に
お
い
て
行
う
も
の
を

除
く
。
）

作　

業　

内　

容

手　

当　

額

一　

前
項
第
一
号
の
作
業
の
う
ち
原
子
炉
建
屋
（
人
事
委
員
会
が
定
め
る
も
の
に
限
る

。
）
内
に
お
い
て
行
う
も
の

四
万
円

二　

前
項
第
一
号
の
作
業
の
う
ち
一
の
項
及
び
四
の
項
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
で

あ
っ
て
、
故
障
し
た
設
備
等
を
現
場
に
お
い
て
確
認
す
る
も
の
（
人
事
委
員
会
が
定

め
る
も
の
に
限
る
。
）

二
万
円

三　

前
項
第
一
号
の
作
業
の
う
ち
一
の
項
、
二
の
項
及
び
四
の
項
に
掲
げ
る
も
の
以
外

の
も
の

一
万
三
千
三
百
円

四　

前
項
第
一
号
の
作
業
の
う
ち
人
事
委
員
会
が
定
め
る
施
設
内
に
お
い
て
行
う
も
の

三
千
三
百
円

五　

前
項
第
二
号
の
作
業
の
う
ち
屋
外
に
お
い
て
行
う
も
の

六
千
六
百
円

六　

前
項
第
二
号
の
作
業
の
う
ち
屋
内
に
お
い
て
行
う
も
の

千
三
百
三
十
円

七　

前
項
第
三
号
の
作
業
の
う
ち
屋
外
に
お
い
て
行
う
も
の

三
千
三
百
円

八　

前
項
第
三
号
の
作
業
の
う
ち
屋
内
に
お
い
て
行
う
も
の

六
百
六
十
円

九　

前
項
第
四
号
の
作
業
の
う
ち
屋
外
に
お
い
て
行
う
も
の

六
千
六
百
円

十　

前
項
第
四
号
の
作
業
の
う
ち
屋
内
に
お
い
て
行
う
も
の

千
三
百
三
十
円

十
一　

前
項
第
五
号
の
作
業
の
う
ち
屋
外
に
お
い
て
行
う
も
の

五
千
円

十
二　

前
項
第
五
号
の
作
業
の
う
ち
屋
内
に
お
い
て
行
う
も
の

千
円

人
事
委
員
会



第３４３７号 増刊②福 岡 県 公 報平成 24 年 10 月 12 日　金曜日 8

る
も
の
と
す
る
。

　

一　

青
少
年
が
就
労
し
て
お
り
、
青
少
年
有
害
情
報
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

に
よ
り
当
該
青
少
年
の
業
務
に
著
し
い
支
障
を
生
ず
る
こ
と
。

　

二　

青
少
年
が
心
身
に
障
害
を
有
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
っ
て
お
り
、
青
少
年
有
害
情
報
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
青
少
年
の
日
常
生
活
に
著
し
い
支
障
を
生
ず
る

こ
と
。

　

三　

保
護
者
が
、
そ
の
保
護
す
る
青
少
年
の
携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
役
務
の
利
用
状
況
を

適
切
に
把
握
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
当
該
青
少
年
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
青
少
年
有
害
情
報
を

閲
覧
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

２　

条
例
第
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

　

一　

申
出
年
月
日

　

二　

保
護
者
の
氏
名
、
住
所
及
び
電
話
番
号

　

（
携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
役
務
提
供
事
業
者
等
が
説
明
す
べ
き
事
項
）

第
二
条
の
三　

条
例
第
十
五
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の

と
す
る
。

　

一　

携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
役
務
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
青
少
年
が
青
少
年
有

害
情
報
を
閲
覧
し
、
又
は
視
聴
す
る
機
会
が
生
ず
る
こ
と
。

　

二　

青
少
年
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
不
適
切
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
事

件
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
。

　

三　

携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
役
務
提
供
事
業
者
が
提
供
す
る
青
少
年
有
害
情
報
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
青
少
年
有
害
情
報
の
閲
覧
を
制
限
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
。

　

四　

保
護
者
が
青
少
年
有
害
情
報
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
い
旨
の
申
出
を
す
る
場

合
に
は
、
条
例
第
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
正
当
な
理
由
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。

　

（
携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
役
務
提
供
事
業
者
等
の
公
表
）

第
二
条
の
四　

条
例
第
十
五
条
の
二
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
は
、
福
岡
県
公
報
へ
の
登
載
及
び
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

　

（
携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
役
務
提
供
事
業
者
等
の
意
見
陳
述
の
機
会
の
付
与
）

第
二
条
の
五　

条
例
第
十
五
条
の
二
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
陳
述
（
以
下
単
に
「
意
見
陳
述
」
と

　
　

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

簑　

田　

孝　

行　
　

　
　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
事
務
決
裁
規
程
（
平
成
十
二
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
二
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
給
与
公
平
課
の
項
第
二
十
六
項
中
第
四
号
及
び
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

４　

附
則
第
三
項
の
表
作
業
内
容
の
欄
の
一
の
規
定
に
よ
り
、
原
子
炉
建
屋
を
定
め
る
こ
と
。

　

５　

附
則
第
三
項
の
表
作
業
内
容
の
欄
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
故
障
し
た
設
備
等
を
現
場
に
お
い
て

確
認
す
る
作
業
を
定
め
る
こ
と
。

　

別
表
第
一
給
与
公
平
課
の
項
第
二
十
六
項
中
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
十
号
ま

で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

６　

附
則
第
三
項
の
表
作
業
内
容
の
欄
の
四
の
規
定
に
よ
り
、
施
設
を
定
め
る
こ
と
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
公
告
式
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同

条
例
第
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
掲
示
し
た
も
の
を
、
こ
こ
に
再
掲
す
る
。

　

福
岡
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る

。
　
　

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
八
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
四
十
四
号

　
　
　

福
岡
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
施
行
規
則
（
平
成
八
年
福
岡
県
規
則
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

　

（
青
少
年
有
害
情
報
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
い
正
当
な
理
由
等
）

第
二
条
の
二　

条
例
第
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
正
当
な
理
由
は
、
次
に
掲
げ

再
　
　
　
掲
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附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

い
う
。
）
は
、
知
事
が
口
頭
で
す
る
こ
と
を
認
め
た
と
き
を
除
き
、
意
見
を
記
載
し
た
書
面
を
提
出

し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２　

知
事
は
、
意
見
陳
述
の
機
会
を
与
え
る
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
意
見
を
記
載
し
た
書
面
（
以

下
「
意
見
書
」
と
い
う
。
）
の
提
出
期
限
（
口
頭
に
よ
る
意
見
陳
述
の
機
会
を
与
え
る
と
き
は
、
そ

の
日
時
）
ま
で
に
相
当
な
期
間
を
お
い
て
、
条
例
第
十
五
条
の
二
第
九
項
に
規
定
す
る
携
帯
電
話
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
役
務
提
供
事
業
者
等
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
書
面
に
よ
り
通
知
す
る
も

の
と
す
る
。

　

一　

公
表
し
よ
う
と
す
る
内
容

　

二　

公
表
の
根
拠
と
な
る
条
例
等
の
条
項

　

三　

公
表
の
原
因
と
な
る
事
実

　

四　

意
見
書
の
提
出
先
及
び
提
出
期
限
（
口
頭
に
よ
る
意
見
陳
述
の
機
会
を
与
え
る
と
き
は
、
そ
の

旨
並
び
に
出
頭
す
べ
き
日
時
及
び
場
所
）

３　

前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
（
以
下
「
当
事
者
」
と
い
う
。
）
又
は
そ
の
代
理
人
は
、

や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
知
事
に
対
し
、
意
見
書
の
提
出
期
限
又
は
出
頭
す
べ
き
日
時

若
し
く
は
場
所
の
変
更
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

４　

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
又
は
職
権
に
よ
り
、
意
見
書
の
提
出
期
限
又
は
出
頭
す
べ
き

日
時
若
し
く
は
場
所
の
変
更
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５　

知
事
は
、
当
事
者
に
口
頭
に
よ
る
意
見
陳
述
の
機
会
を
与
え
た
と
き
は
、
当
事
者
又
は
そ
の
代
理

人
の
陳
述
の
要
旨
を
記
載
し
た
書
面
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

６　

代
理
人
は
、
そ
の
代
理
権
を
証
す
る
書
面
を
、
意
見
書
の
提
出
期
限
又
は
出
頭
す
べ
き
日
時
ま
で

に
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７　

知
事
は
、
当
事
者
又
は
そ
の
代
理
人
が
正
当
な
理
由
な
く
意
見
書
を
そ
の
提
出
期
限
内
に
提
出
し

な
い
と
き
、
又
は
出
頭
す
べ
き
日
時
に
出
頭
し
な
い
と
き
は
、
改
め
て
意
見
陳
述
の
機
会
を
与
え
る

こ
と
な
く
、
条
例
第
十
五
条
の
二
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
十
条
第
二
項
第
一
号
本
文
中
「
外
国
人
に
あ
っ
て
は
外
国
人
登
録
証
明
書
の
写
し
と
し
、
法
人
に

あ
っ
て
は
」
を
「
法
人
に
あ
っ
て
は
、
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
（
外
国
人
を
除
く
。
）
」
を

削
る
。

　

第
二
十
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

六　

携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
役
務
の
提
供
又
は
そ
の
契
約
の
媒
介
等
を
行
う
営
業


